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＜連絡事項＞
・第1回法人研修のお知らせが来ています。
日時：2020年4月28日（火）17:30～18:30
　場所：メンタルケア病棟4階メモリアルホール
　テーマ：｢安全運転、通勤について｣
　講師：安全運転管理者　櫻井　裕之
　　　 庄司　正輝T.O.L.

　ビデオ研修：2020年5月1日 （金）17:30～18:30
※出席する際はマスクを着用し、着席する際は席の間隔を
　　あけるようにして下さい
＜患者様連絡事項＞
・笹川　清様～鼻腔栄養、血糖測定の指示継続。
・木村　美智子様～皮膚科処置同内容で継続。
・水梨　孝純様～皮膚科処置同内容で継続。

＜隔離・拘束患者様状態報告＞
・立花　圭様～時間隔離中。妄想様の言動や他者トラブルなく経過。引き続き早期の処遇改善を目指し、看護介入・観察行っていく。
＜要注目患者様情報＞
・袴田　将志様～飲水量が多い為介入を要している。作業療法に行かれ表情の硬さは
　　　　　　　　ない。唐突な話し掛けあるが妄想に関する言動はない。

・笹川　清様～対面時は穏やかだが、マーゲンチューブ弄りあり、声掛け、見守りを
　　　　　　　要している。
・木村　格治様～バイタルサイン異常、酸素飽和濃度の低下無し。口調高圧的であるも不穏さはない。やや腹部膨満感あるが圧痛はなくグル音聴取できている。
・飯岡　裕子様～疼痛は自制内。尿の出血は持続している。歩行に[ついてようやく掴まって歩いています。」と話され、おやつ時娘様とホールですごしている。
＜田名部Dr診察情報＞
・立花　圭様～顔面塗布用のユベラ軟膏処方となっている。
・高橋　登様～診察時は表情穏やかにしている。
オランザピンOD錠（2.5）1T　×1/vds開始。アリピプラゾール(3）1T×2から×1/夕のみに減量、ビぺリデン塩酸塩錠（１）中止となっている。
・阿部　勉様～診察時、武道の服装をしている。昨日アルプロの際、剣道で数回優勝

した経験があると話し、気分の高揚感が感じられている事や、他者の
赤飯を盗って食べた事等を主治医に報告。認知の症状も含め観察と対
応で経過の観察を継続する指示あり。排便の心配や肝機能の心配を本
人が訴えたことと、今後も尿酸値のコントロールを継続が必要とのことで、十和田東病院からの持参薬と同じ処方が継続となっている。
・小澤　和子様～レボトミン(5)1T追加、コントミン中止しペロスピロン(4)3T/vdsへ処方変更となる。
・久保　興介様～エチゾラム(0.5)2T→1Tへ減薬となる。
＜入院患者様情報①＞
氏名：佐々木　由一（ささき　よしかず）様

生年月日：昭和6年3月5日　89歳

　　病名：中等度アルツハイマー型認知症

　合併症：高血圧症、狭心症、逆流性食道炎

　　　　　　高尿酸血症、便秘症

　　性別：男性

　主治医：金Dr(サポート医：田名部Dr)

入院形態：医療保護入院

　　病棟：東病棟Cユニット

(経過）

　長男、長男妻、本人の3人暮らし。元々短気で怒りっぽい性格。カッとなるとテーブル
をひっくり返したり、家族へ手をあげることもあった。高血圧症の治療で10年程おっとも
脳神経クリニックへ通院しており、H25年頃に同院でアルツハイマー型認知症の診断を受け
ている。
ショートステイやデイサービスを利用し始めた頃は喜んで通所していたがR1年夏を過ぎた
頃から、一層易怒性が亢進しデイサービスでも入浴拒否が強く、また気に入らない事があ
ると怒ったり大声で怒鳴ったりしていた。

　R2.2.5　デイサービス利用中机を蹴り飛ばす、物を投げる等の粗暴行為が顕著のためデ
イサービスは施設側から断られる形で利用中止となっている。

　ショートステイでも他室侵入や私物漁る行為ありトラブルとなっている。かかりつけで
あるおっとも脳神経クリニックで薬剤調整をしたが改善が見られず当院で専門医より薬剤
調整を受ける事を勧められて当センターへ相談ありR2.2.19当院初診。薬物調整開始して
いる。以後も易怒性や粗暴行為が続き、同居している長男嫁への介護抵抗も激しく家族対
応困難、症状改善・薬物調整目的にて東病棟Cユニットに医療保護入院となる。
CSセットBプラン、オムツプラン②、売店利用不可
＜入院患者様情報②＞

氏名：田中　こよ（たなか　こよ）様

生年月日：昭和6年2月11日　89歳

　　病名：認知症疑い

　合併症：廃用症候群、多発ラクナ脳梗塞後遺症

　　　　　　神経因性膀胱（尿カテーテル留置中）

　　　　　　便秘症、胃瘻造設中

　　性別：女性

　主治医：金Dr(サポート医：田名部Dr)

入院形態：医療保護入院

　　病棟：東病棟Cユニット

(経過）

　　現在五戸総合病院へ入院加療中。（元々五戸総合病院がかかりつけ。　H20年12月頃、
変形性股関節症（右）にて手術を施行。H23年（詳細は不明）に転倒し、変形性股関節症（左）
にて再手術を施行して以来、移動は車移動を使用している。

　今年1/21頃から食事が摂れず、同院よりエンシュアが処方となっていた。しかしその後
も食欲不振・嘔吐することがあり、2/3同院へ入院となる。
　入院後も食事やエンシュアを飲用出来ず、経口摂取困難のため、点滴や尿道留置カテ
ーテルを自己抜去することがあり、両手ミトン着用している。その後御家族同意の上で、
2/20胃瘻造設（20Frエンドビプチューブ）。現在はメイバランス（1-1-1）を使用。

　環境の変化によるせん妄等の症状でもありそうだが、夜間大声で叫ぶことやスタッフの
指示が通らない等、認知機能の低下が著しい状況。身体治療は終了し、御家族が老健施設
2～3カ所、特養への申し込みを行っているが、上記状態での入所は難しい様子。

　今回鑑別診断・専門治療・環境調整目的にて東病棟へ医療保護入院となる。
CSセットBプラン、オムツは持参
胃瘻交換R2.8(五戸総合病院)、Ba交換日4/27
